
 1 

２
０
０
７
年
度 

第
２
回 

高
１
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
記
述
模
試 

 
国
語 
採
点
基
準 

東
進
コ
ン
テ
ン
ツ
本
部 

教
務
部 

国
語
科 

《
採
点
者
の
皆
様
へ
》 

１ 

厳
し
く
採
点
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
受
験
生
の
意
図
を
汲
み
取
る
こ
と
に
留
意
し
て
下
さ
い
。 

２ 

採
点
の
際
は
、
必
ず
各
問
題
の
全
容
を
掌
握
し
て
お
い
て
下
さ
い
。 

 

《
全
問
題
共
通
の
ル
ー
ル
》 

表
記
に
関
し
て 

 

① 

解
答
欄
か
ら
は
み
出
た
答
案 

↓ 

０
点 

 

② 

文
章
が
途
中
で
終
わ
り
、
最
後
ま
で
書
か
れ
て
い
な
い
も
の 
↓ 

０
点 

 

③ 

誤
字 

↓ 

１
箇
所
に
つ
き
１
点
減
点
。 

 

た
だ
し
、
同
じ
漢
字
は
、
同
じ
大
問
で
１
度
の
み
の
減
点
と
す
る
。 

 

④ 

脱
字 

↓ 

１
箇
所
に
つ
き
１
点
減
点
。 

 
 
 

（「
行
う
」
「
行
な
う
」
な
ど
二
通
り
の
送
り
仮
名
は
認
め
る 

↓ 

減
点
な
し
） 

 
 
 

（
「
見
れ
る
」
な
ど
「
ら
ぬ
き
言
葉
」
と
「
笑
っ
て
る
」
な
ど
「
い
ぬ
き
言
葉
」
は
脱
字
扱
い
） 

※ 

③
④
は
誤
り
の
箇
所
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
こ
と
。 

 

⑤ 

記
述
問
題
に
お
け
る
文
末
の
「
。
」 

 
 

字
数
制
限
が
な
い
場
合 

↓ 

減
点
な
し 

 
 

字
数
制
限
が
あ
る
場
合 

 
 
 

（
１
） 

「
。
」
が
文
末
に
な
い
時 

↓ 

１
点
減
点 

（「
句
点
な
し
」
と
明
記
） 

 
 

（
２
） 

最
後
の
マ
ス
に
「
。
」
と
文
字
が
同
居
し
て
い
る
時 

↓ 

０
点 

（「
字
数
超
過
」
と
明
記
） 

 

⑥ 

字
数
制
限
の
あ
る
問
題
で
の
字
数
超
過 

↓ 

０
点 

（「
字
数
超
過
」
と
明
記
） 

 

⑦ 

四
十
一
字
以
上
の
字
数
制
限
問
題
に
お
け
る
字
数
不
足
。 

 
 

５
０
％
未
満
の
解
答 

↓ 

０
点 

（
５
０
％
以
上
の
解
答
が
採
点
対
象
） 

 

⑧ 

四
十
字
以
下
の
字
数
制
限
問
題
に
お
け
る
字
数
不
足 

↓ 

減
点
せ
ず
。 

 

⑨ 

主
語
・
述
語
の
不
備
。
文
末
不
備
な
ど
表
現
未
熟 

↓ 

１
点
減
点 

（「
表
現
未
熟
」「
文
末
不
適
」
と
明
記
）。 
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《
得
点
記
入
》 
① 
そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
を
記
入
。 

② 

減
点
が
あ
る
場
合
は
、
得
点
欄
の
上
に
そ
の
旨
を
記
入
。 

 

《
記
述
答
案
の
採
点
法
》 

① 

得
点
の
対
象
と
な
る
部
分
に
傍
線
を
引
く
。 

② 

配
点
要
素
を
満
た
し
て
い
る
場
合 

↓ 

○
を
つ
け
得
点
を
記
入
。 

③ 

配
点
は
あ
る
が
、
不
完
全
な
場
合 

↓ 

△
を
つ
け
得
点
を
記
入
。 

④ 

減
点
は
欄
外
に
記
入
。 

⑤ 

間
違
い
で
０
点
の
部
分
に
は
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
必
ず
何
ら
か
の
採
点
し
た
印
を
付
し
て
下
さ
い
。
未
記
入
の 

ま
ま
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
下
さ
い
。 

 

（
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
点
） 

（
正
解
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
不
憫
に
感
じ
た
。 

 
 

（
４
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
例
１
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
気
に
か
け
た
。 

 

（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 

[

表
現
未
熟]-1

 

（
主
語
が
抜
け
て
い
る
） 

 
 

（
例
２
） 

か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を 

不
憫
に
感
じ
た
。 

 
 
 

（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△
１ 

 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 

（
例
３
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
、
不
憫
に
思
っ
た
。 

 
 
 
 

（
３
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２
×
（
誤
字-1

） 
 
 

（
例
４
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
不
瓶
に
感
じ
た
。  

（
３
点
） 

  
 

（
例
５
） 

女
は
不
愉
快
に
感
じ
、
男
を
意
図
的
に
無
視
し
た
。
×
ま
た
は
斜
線
を
付
す
。 
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一
（
評
論
） 

採
点
基
準
（
合
計
＝
３
０
点
） 

 

問
一 
各
１
点 

 

（
解
答
通
り
） 

※
（
ア
）
は
送
り
仮
名
が
入
っ
て
い
て
も
Ｏ
Ｋ 

 

ア 

な
ぐ
さ(
め) 

 
 

イ 

洗
脳 

 
 

ウ 

は
ん
ら
ん 

 
 

エ 

傾
向 

 
 

オ 
砂
漠 

（「
沙
漠
」
も
可
） 

 

カ 

ま
っ
さ
つ 

 

問
二 

２
点 

（
解
答
通
り
） 

 

ｄ 
 

問
三 

 

（
ⅰ
） 

完
答
２
点 

（
解
答
通
り
） 

 
 

 
 
 

善 
･
･
･
 

「
心
の
ケ
ア
」 

 

悪 
･
･
･
 

「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」 

  

・
「 

」
は
な
く
て
も
可
。 

 

・
「
心
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
誤
字
扱
い
と
す
る
。
マ
イ
ナ
ス
１
点 

 

（
ⅱ
） 

４
点 

（
解
答
通
り
） 

 

（
模
範
解
答
例
） 

物
事
の
本
質
を
見
誤
ら
せ
る
も
の
。（
１
４
字
） 

  

（
追
）
「
本
質
を
見
誤
ら
せ
る
」
と
い
う
骨
組
み
の
み
正
解
。
使
役
表
現
は
不
問
と
す
る
。 
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問
四 

６
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 

（
模
範
解
答
例
） 

本
来
有
す
る
は
ず
の
「
道
心
」
や
「
菩
提
心
」
の
よ
う
な
仏
教
の
伝
統
を
忘
却
し
た
り
無
視
し
た 

 
 
 
 

▽ 
り
し
た
、
心
理
学
者
や
精
神
医
学
者
の
真
似
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
言
葉
。（
６
９
字
） 

 

※
３
５
字
未
満
の
解
答
は
０
点
。 

※
文
末
表
現
は
「
言
葉
」
で
終
え
て
い
な
い
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
、
「
文
末
不
適
」
と
記
す
。 

 

・
要
素
★
に
つ
い
て 

（
必
須
条
件 

･･
･
 

４
点
） 

 

・
こ
れ
に
類
す
る
要
素
が
な
い
答
案
は
×
と
し
、
▽
の
部
分
も
加
点
し
な
い
。 

 

①
「
『
仏
教
の
伝
統
』
を
『
忘
却
』
『
無
視
』
し
た
」
と
い
う
骨
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
。 

 

②
「
忘
却
」「
無
視
」
に
類
す
る
言
葉
で
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。
（
例
「
忘
れ
」
「
脱
却
」（
追
）
「
取
り
除
く
」
な
ど
） 

 

③
本
文
に
あ
る
「
無
性
格
（
な
心
）
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
だ
け
の
も
の
は
、
×
と
す
る
。 

 

④
「
仏
教
」
が
欠
け
て
い
て
、
た
ん
に
「
伝
統
」
と
し
た
も
の
は
△
で
２
点
を
与
え
る
。
た
だ
し
、
「
道
心
」
「
菩

提
心
」
が
在
る
場
合
は
、
「
仏
教
」
の
要
素
の
代
替
と
し
て
み
な
し
、
○
（
４
点
）
と
す
る
こ
と
。 

 

（
例
１
）
④
の
例 

 
 

「
道
心
」
や
「
菩
提
心
」
と
い
っ
た
昔
か
ら
存
在
す
る
伝
統
の
、
忘
却
や
無
視
は･

･･
 

↓ 

○
と
す
る
。
４
点 

 
 
 

 

（
例
２
）
仏
教
の
伝
統
を
忘
れ
た
無
性
格
な
言
葉
を
用
い･

･･
 

↓ 

仏
教
の
忘
却
と
無
性
格
を
同
時
に
用
い
て
い
る

の
で
、
○
と
す
る
。
４
点 

（
例
３
）
④
の
例 

 
 
 
 

△
２ 

日
本
に
古
来
か
ら
存
す
る
伝
統
を
無
視
し
た･

･･
 

↓ 

た
ん
に
「
伝
統
」
を
用
い
て
い
る
。 

 

（
例
４
）
③
の
例 

× 無性
格
な
心
を
意
味
す
る
言
葉
を
用
い
て･
･･
 

↓ 

た
ん
に
「
無
性
格
」
と
用
い
て
い
る
。 

  

↓ 

★
で
得
点
が
あ
っ
た
も
の
の
み
こ
の
先
の
採
点
に
進
む
。 

 

・
要
素
▽
に
つ
い
て 

（
２
点
） 

・
★
で
得
点
が
あ
る
も
の
の
み
採
点
対
象
と
す
る
。 

・
「
心
理
学
者
」
か
「
精
神
医
学
者
」
の
ど
ち
か
ら
か
が
あ
れ
ば
可
。 

・
「
真
似
」
は
「
口
真
似
」
「
類
似
」
「
同
様
」
（
追
）
「
…
通
り
」
な
ど
で
Ｏ
Ｋ
。 
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問
五 

５
点 

 
 
 
 
 
 
 

▽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 
（
模
範
解
答
例
） 

現
代
で
は
、
心
理
学
者
や
精
神
科
医
た
ち
が
、
以
前
は
「
神
」
の
役
割
で
あ
っ
た
「
心
の
ケ
ア
」 

 

や
「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。（
６
０
字
） 

 

※ 

三
十
字
以
下
は
０
点
。 

※ 

文
末
は
「
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
な
っ
て
い
な
い
も
の

は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
「
文
末
不
適
」
と
明
示
す
る
。 

 

★
の
要
素
は
必
須
条
件
。
（
３
点
） 

・
こ
の
要
素
が
な
い
も
の
は
×
。 

・ 

「
心
の
ケ
ア
」「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
片
方
の
場
合
は
、
△
で
１
点
マ
イ
ナ
ス
（
２
点
） 

・ 

（
追
）
「
「
心
の
ケ
ア
」
な
ど
」
と
類
似
表
現
に
し
た
も
の
も
、
前
項
と
同
様
で
、
△
で
１
点
マ
イ
ナ
ス
（
２
点
） 

・
「
神
の
役
割
」
と
明
確
に
分
か
ら
な
い
説
明
は
、
△
で
マ
イ
ナ
ス
２
点
。 

  

↓ 

★
の
部
分
に
得
点
が
あ
る
も
の
の
み
▽
を
採
点
す
る
。 

 

▽
の
要
素 

２
点 

 

・（
訂
）「
心
理
学
者
（
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
で
も
可
）
」「
精
神
科
医
」
の
両
者
が
あ
っ
て
２
点
。
片
方
の
場
合
は
１
点
。 

 

問
六 

５
点 

 
 

▽ 
 
 
 
 
 
 
 

★
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
２ 

（
模
範
解
答
例
） 

西
欧
の
近
代
と
同
様
に
、
日
本
で
も
仏
が
抹
殺
さ
れ
、「
宗
教
」
の
本
来
の
姿
が
失
わ
れ
て
い
る
。 

 

※ 

字
数
は
不
問
。 

 

★
１
★
２
の
組
み
合
わ
せ
は
必
須
条
件
。（
３
点
） 

・
「
日
本
で
も･

･･

宗
教
の
本
来
の
姿
が
失
わ
れ
て
い
る
」
の
骨
組
み
が
必
須
。
「
本
来
の
」
の
要
素
が
特
に
重
要
。 

・ 

「
日
本
で
も･

･
･

宗
教
が
失
わ
れ
て
い
る
」
と
「
本
来
」
に
類
す
る
要
素
（
（
追
）
「
奥
行
き
」
等
）
が
な
い
も
の

は
、
意
味
が
異
な
る
の
で
×
。 

・ 

（
追
）
「
宗
教
の
本
来
の
姿
が
失
わ
れ
て
い
る
」
は
「
宗
教
の
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
い
る
」
で
も
Ｏ
Ｋ.

。 

・「
日
本
で
も
仏
が
抹
殺
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
主
旨
に
過
ぎ
な
い
も
の
は
、
本
文
通
り
の
表
現
で
あ
る
が
、
比
ゆ
的

な
表
現
が
未
理
解
で
、
右
と
同
様
の
内
容
に
な
る
の
で
、
×
。 

・「
日
本
で
も
仏
が
ゆ
が
め
ら
れ
」「
日
本
で
は
仏
が
捻
じ
曲
げ
ら
れ
」
な
ど
は
、
本
文
の
言
葉
と
異
な
る
が
、「
本
来

の
姿
が
失
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
△
で
１
点
を
与
え
る
。 

  
 

↓ 

★
の
部
分
に
得
点
が
あ
る
も
の
の
み
▽
を
採
点
す
る
。 

▽
の
要
素
。
（
２
点
） 

・
「
西
欧
の
近
代
」
に
言
及
し
て
お
り
、
「
日
本
で
も
」
な
ど
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
Ｏ
Ｋ
。 

・
「
西
欧
」
だ
け
で
（
追
）
「
近
代
」
が
な
い
場
合
は
△
で
１
点
マ
イ
ナ
ス
。
（
１
点
） 
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二
（
小
説
） 

２
０
点 

 

問
一 
各
１
点 

（
ａ
） 

オ 
 

（
ｂ
） 

ウ 
 

（
解
答
通
り
） 

 

問
二 

６
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
３
点
） 

（
模
範
解
答
例
） 

何
回
か
の
手
術
が
必
要
な
ほ
ど
級
友
の
症
状
が
重
い
と
知
っ
て
ざ
わ
つ
い
た
が
、 

 

さ
ら
に
手
術
も
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
わ
か
り
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
（
２
点
） 

ク
ラ
ス
全
員
が
死
を
身
近
に
感
じ
て 

Ｃ
（
１
点
） 

深
刻
な
気
持
ち
に
な
っ
た
か
ら
。 

 

※ 

四
十
字
未
満
の
解
答
は
０
点
。 

※ 

文
末
が
「
か
ら
」「
の
で
」「
た
め
」
等
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
と
し
「
文
末
不
適
」
と
記
す
。 

 

Ａ
の
要
素 

（
３
点
） 

・
「
症
状
が
重
い
」
と
い
う
内
容
が
あ
る
こ
と
。
「
病
状
が
悪
い
」
「
状
況
が
よ
く
な
い
」
（
追
）
「
重
病
」
な
ど
も
可
。 

・
た
ん
に
「
想
像
外
の
症
状
」
「
予
想
を
超
え
た
状
況
」
な
ど
は
具
体
性
が
な
い
の
で
マ
イ
ナ
ス
２
点
。
（
１
点
） 

・
「
手
術
が
多
い
」
な
ど
回
数
に
限
定
し
た
内
容
は
×
。 

 

Ｂ
の
要
素 

（
２
点
） 

・
「
死
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
。 

・
「
死
」
を
「
悪
い
こ
と
」
「
想
像
以
上
の
こ
と
」
な
ど
抽
象
的
な
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。
（
１
点
） 

・ 

「
ガ
ン
リ
ュ
ウ
が
危
険
」
な
ど
具
体
性
が
あ
る
も
の
は
可
。
（
追
）「
手
術
が
失
敗
し
た
ら
」
も
可
。 

・
（
追
）
「
ガ
ン
リ
ュ
ウ
の
運
命
が
決
ま
る
」
は
悪
い
方
向
と
は
決
め
ら
れ
な
い
の
で
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
（
１
点
） 

・
（
追
）
「
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
は
具
体
性
が
な
い
の
で
×
。 

 

Ｃ
の
要
素 

（
１
点
） 

・
「
深
刻
」
「
暗
い
気
持
ち
」「
重
苦
し
い
雰
囲
気
」
な
ど
可
。 

・
（
追
）
「
不
安
」
「
怖
い
」
は
可
。
「
不
信
感
」
は
×
。 

・ 

（
追
）
「
同
じ
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
」
は
こ
の
要
素
と
し
て
は
抽
象
的
す
ぎ
て
×
。 

 

（
追
）
Ｂ
と
Ｃ
を
合
体
し
た
答
案 

「
死
を
想
像
し
た
」
は
Ｂ
の
要
素
は
あ
り
（
２
点
）
、
Ｃ
の
要
素
は
な
い
（
Ｃ
は
０
点
）
の
で
、
２
点
と
す
る
。 
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問
三 

３
点 

 

★
（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▽
（
１
点
） 
（
模
範
解
答
例
）
美
代
子
も
自
分
の
こ
と
を
好
き
だ
と
思
え
て 

う
れ
し
く
な
る
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

※ 

文
末
表
現
も
不
問
。 

 

★
は
必
須
条
件
。
（
２
点
） 

・
「
美
代
子
が
自
分
の
こ
と
を
好
き
」
と
い
う
内
容
で
あ
れ
ば
可
。 

・
右
以
外
の
内
容
は
認
め
な
い
。 

・
「
美
代
子
の
言
動
に
」
な
ど
「
好
意
を
抱
く
」
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
×
。 

・ 

（
追
）
「
美
代
子
」
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。
（
１
点
） 

・ 

（
追
）
「
美
代
子
も
悪
い
気
が
し
て
い
な
い
」
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。
（
１
点
） 

  

↓ 

★
の
部
分
に
得
点
が
あ
る
も
の
の
み
▽
を
採
点
す
る
。 

 

▽
の
要
素
。 

・
「
う
れ
し
い
」
「
悦
ん
だ
」「
幸
福
を
感
じ
た
」
な
ど
「
喜
び
」
に
言
及
し
て
言
え
ば
可
。 

・
（
追
）
「
照
れ
て
い
る
」
は
×
。 

 

問
四 

３
点 

エ 

（
解
答
通
り
） 
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問
五 

６
点 
（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
（
２
点
） 

 

鳥
の
絵
が
病
気
見
舞
い
と
し
て
不
適
切
だ
と
思
い
な
が
ら
、 

 

Ｂ
（
４
点
） 

 

そ
の
こ
と
を
想
い
を
寄
せ
て
い
る
美
代
子
に
気
が
引
け
て
指
摘
で
き
ず
、
う
し
ろ
め
た
か
っ
た
。 

 

※ 

三
十
字
以
下
は
０
点
と
す
る
。 

※ 

文
末
表
現
は
不
問
。 

 

Ａ
の
要
素 

（
２
点
） 

・
「
病
気
見
舞
い
に
不
適
切
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
れ
ば
許
容
。【
表
現
は
多
様
に
考
え
ら
れ
る
】 

 

Ｂ
の
内
容 

（
４
点
） 

・
「
想
い
を
寄
せ
る
美
代
子
に
言
え
ず
、
う
し
ろ
め
た
い
」
と
い
う
骨
格
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
４
点
を
与
え
る
。 

・
た
ん
に
「
美
代
子
に
」
と
な
っ
て
い
て
「
想
い
を
寄
せ
る
」
の
要
素
が
な
い
と
マ
イ
ナ
ス
２
点
。 

・
「
気
が
引
け
て
」
に
類
す
る
要
素
は
不
問
。 

・
「
う
し
ろ
め
た
い
」
の
要
素
は
、
以
下
の
通
り
と
す
る
。 

 
 

「
罪
悪
感
」「
も
ど
か
し
い
」「
良
心
が
痛
む
」
な
ど
自
分
の
側
に
「
躊
躇
」
が
あ
る
内
容
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。 

 
 

「
う
し
ろ
め
た
い
」
が
な
く
「
気
が
引
け
る
」
等
で
代
用
し
た
も
の
も
可
。 

 
 

「
困
っ
て
い
る
」
な
ど
当
惑
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
不
適
で
マ
イ
ナ
ス
２
点
。 

 

つ
ま
り 

  

「
美
代
子
に
対
し
て
ど
う
言
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
困
惑
し
て
い
る
」
は
前
半
で
マ
イ
ナ
ス
２
点
、
後
半
で

マ
イ
ナ
ス
２
点
に
な
る
の
で
、
要
素
Ｂ
は
０
点
と
な
る
。 
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三
（
古
文
） 

３
０
点 
問
一 
各
１
点 
Ａ 
か
け
ら 

Ｄ 

は
べ
る 

（
解
答
通
り
） 

 

問
二 

各
２
点 

 

Ｂ 

じ 
 

Ｃ 
ぬ 

 

Ｄ 

る 

（
解
答
通
り
） 

 

問
三 

各
２
点 

 
 
 

－ 
 

Ａ 
 
 

－ 
 
 

Ｂ 
 
 
 

－ 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 

－ 

ａ 

こ
ん
な
に
も
し
て
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
天
人
に
だ
っ
て
負
け
よ
う
か
。 

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
各
１
点
の
減
点
法
。 

 

Ａ 

「
こ
ん
な
に
」
可
。 

（
追
）
「
こ
の
よ
う
に
」
は
×
。 

 

Ｂ 

「
守
備
し
て
い
る
」
可
。
（
追
）
「
し
て
い
る
」
「
や
っ
て
い
る
」
な
ど
内
容
は
不
明
確
な
も
の
は
×
。 

 

Ｃ 

反
語
用
法
で
あ
る
。「
天
人
に
も
」
で
も
可
。 

「
む
」
を
推
量
で
「
だ
ろ
う
」
と
訳
し
た
も
の
は
×
。「
や
」
を
疑
問
に
し
て
も
の
×
。 

 
 
 
 

ｂ 

戦
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 

戦
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

不
可
能
の
意
味
に
訳
し
て
い
な
い
も
の
は
×
。 

 
 
 
 
 

模
範
解
答
右
の
よ
う
に
、
会
話
文
な
の
で
丁
寧
語
で
訳
す
べ
き
だ
が
、
な
く
て
も
可
。 

 
 
 
 
 

「
な
り
」
の
訳
出
は
不
問
。 

 
 
 
 
 

Ａ 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 

Ａ 
 
 

Ｂ 
 
 
 

ｄ 

大
勢
の 

役
人
た
ち 

 

大
勢
の 

朝
廷
の
人
た
ち 

  
 
 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
は
各
１
点
の
減
点
法
。 

 
 
 
 

Ａ
の
「
こ
こ
ら
の
」
１
点
。
「
大
勢
の
」
「
多
数
の
」
な
ど
で
あ
る
こ
と
。 

 
 
 
 

Ｂ
の
「
お
ほ
や
け
人
」
１
点
。
官
僚
を
意
味
す
れ
ば
可
。
ま
た
複
数
形
は
不
問
。
（
単
数
形
で
も
よ
い
） 

 
 
 
 
 

▽ 
 
 
 
 

★ 
 
 
 

ｊ 

た
い
へ
ん 

 

美
し
く
て
、 

  
 
 

★
必
須
。「
美
し
い
」
の
ほ
か
、「
綺
麗
で
」「
華
麗
で
」「
清
ら
か
で
」「
立
派
で
」「
す
ば
ら
し
く
」
な
ど
可
。 

 
 
 
 
 
 
 

連
用
形
で
下
へ
つ
な
げ
て
い
な
い
訳
は
△
で
マ
イ
ナ
ス
１
点
。（
終
止
形
に
し
て
い
る
も
の
な
ど
） 

 
 
 
 

  

↓ 

★
の
部
分
に
得
点
が
あ
る
も
の
の
み
▽
を
採
点
す
る
。 

 
 
 
 

 ▽ 

「
と
て
も
」
「
大
変
」
な
ど
「
い
と
」
の
訳
が
正
確
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
△
で
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
四 

１
点 

 

こ 
 

解
答
通
り 

 

問
五 
２
点 

２ 
 
 

解
答
通
り 

 

問
六 

完
答
１
点 

 

嫗
と
翁 

（
順
不
同
） 

解
答
通
り 

 

問
七 

３
点 

  

動
詞
「
ま
か
る
」 

 

助
動
詞
「
ぬ
」 

 

助
動
詞
「
む
ず
」 

各
１
点
と
す
る
。 

 

問
八 

３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 

Ｃ 
 
 

Ｄ 

（
模
範
解
答
例
） 

か
ぐ
や
姫
と
翁
夫
婦
が
、
と
も
に
末
永
く 

暮
ら
す 

宿
縁
。 

 

要
素
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
各
１
点
の
減
点
法
。 

（
追
） 

☆ 

た
だ
し
１
項
目
で
き
て
い
れ
ば
必
ず
１
点
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
１
個
で
も
２
個
で
も
１
点
。 

Ａ
の
「
翁
夫
婦
」
は
「
翁
」「
夫
婦
」
「
両
親
」
可
。 

 

Ｂ
の
「
末
永
く
」
は
「
い
つ
ま
で
も
」「
長
く
」
「
当
分
」
な
ど
長
い
期
間
を
示
せ
ば
可
。 

 

Ｃ
は
「
住
ん
で
い
る
」
「
親
子
で
い
る
」
な
ど
現
状
の
継
続
を
意
味
す
れ
ば
可
。 

 

Ｄ
は
「
因
縁
」
「
運
命
」「
前
世
か
ら
の
約
束
」
「
以
前
か
ら
の
決
ま
り
」
な
ど
可
。 

 

問
九 

２
点 

 

解
答
通
り 

（
解
答
） 

い
さ
さ
か
だ
に
せ
で 

 
 
 
 
 
 

い
さ
さ
か
だ
に
仕
へ
で 

 
 

「
仕
う
ま
つ
ら
」
の
謙
譲
語
が
消
え
て
普
通
語
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
。 

 

・
そ
れ
以
外
の
部
分
を
修
正
し
た
も
の
は
×
。 

・
活
用
形
の
間
違
い
も
×
。 
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問
十 
２
点 

 
 

▽ 
 
 
 
 

★ 

（
模
範
解
答
例
） 

天
人
に 

 
 

か
ぐ
や
姫
を
強
奪
さ
せ
な
い 

意
図
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

月
の
国
か
ら 

か
ぐ
や
姫
を
守
る 

 
 
 
 

意
図
。 

 

※ 

文
末
表
現
は
「
意
図
」
が
よ
い
が
、
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
そ
れ
以
外
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

★
の
要
素
は
必
須
。
こ
れ
が
な
い
場
合
０
点
。 

・
「
か
ぐ
や
姫
」
を
守
る
内
容
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
「
か
ぐ
や
姫
を
渡
さ
な
い
」
（
追
）
「
か
ぐ
や
姫
を
連
れ
て
い
か

せ
な
い
」
等
可
。 

・
「
思
い
通
り
に
さ
せ
な
い
」「
負
け
な
い
」
な
ど
具
体
性
が
な
い
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

↓ 

★
の
部
分
に
得
点
が
あ
る
も
の
の
み
▽
を
採
点
す
る
。 

 

▽
の
要
素
が
な
い
場
合
は
、
★
の
部
分
で
得
た
得
点
よ
り
１
点
減
点
。 

・
「
月
か
ら
の
使
者
」
「
月
か
ら
の
迎
え
」
「
天
上
の
人
か
ら
」
な
ど
「
天
」
「
月
」
に
言
及
し
て
い
れ
ば
可
。 

・
「
空
か
ら
来
た
人
」
も
許
容
。 

・
た
ん
な
る
「
使
者
」
「
迎
え
」
は
説
明
不
足
と
な
り
不
適
で
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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四 

漢
文 

２
０
点 
問
一 
各
２
点 

 

解
答
通
り 
（
１
） 
１ 

（
２
） 

５ 
 

 

問
二 

（
ⅰ
） 
４
点 

 

（
模
範
解
答
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

「
且
」
が
な
い
文
は
「
病
気
に
な
っ
て
満
三
ヶ
月
た
っ
た
」
と
い
う
完
了
的
な
意
味
に
な
る
が
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 

「
且
」
が
あ
る
文
で
は
「
病
気
に
な
っ
て
ま
も
な
く
三
ヶ
月
に
な
る
」
と
い
う
近
未
来
的
な
意
味
に
な
る
。 

 

Ａ
Ｂ
が
正
確
に
書
か
れ
て
い
て
、
４
点
。
片
方
が
合
っ
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

（
追
）
☆ 

た
だ
し
、
Ａ
Ｂ
の
よ
う
な
言
葉
が
な
く
て
も
、
訳
が
正
確
に
で
き
て
い
て
、
内
容
の
差
異
が
明
確
で
あ

れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
す
る
。 

・
相
違
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
文
は
「
表
現
未
熟
」
で
１
点
減
点
し
、
そ
れ
を
明
記
す
る
こ
と
。 

・
波
線
部
が
な
く
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
の
説
明
が
不
明
確
な
も
の
は
×
に
し
、
「
説
明
未
熟
」
と
明
記
す
る
こ
と
。 

・
そ
れ
以
外
の
部
分
に
間
違
い
が
あ
る
時
は
１
箇
所
の
み
２
点
と
し
、
２
箇
所
以
上
は
×
と
す
る
。 

 

（
ⅱ
） 

２
点 

将 
 

解
答
通
り 
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問
三 

４
点 
（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
（
２
点
） 

 

年
少
の
君
主
を
補
佐
す
る
大
役
で
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
、 

 

Ｂ
（
２
点
） 

 

国
家
の
安
危
や
存
亡
に
心
を
砕
く
人
物
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

※ 

文
末
表
現
も
不
問
。 

※ 

Ａ
Ｂ
を
二
文
に
分
割
し
た
も
の
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
点
と
し
「
表
現
未
熟
」
と
明
記
す
る
。 

 

Ａ
Ｂ
各
２
点
を
配
当
す
る
。 

 

Ａ
の
要
素
。 

「
年
少
の
君
主
を
補
佐
す
る･

･･

優
れ
て
い
る
」
と
い
う
骨
組
み
で
２
点
。 

・
「
年
少
」
「
若
い
」
が
な
い
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。「
未
熟
」
と
い
う
内
容
も
許
容
。 

 

Ｂ
の
要
素
。 

「
国
家
の
存
亡
に
心
を
砕
く
」
と
い
う
骨
組
み
で
２
点
。 

・
「
安
危
」
「
存
亡
」
の
ど
ち
ら
か
の
要
素
が
あ
れ
ば
可
。 

・ 

「
心
を
砕
く
」「
腐
心
す
る
」
な
ど
の
努
力
を
明
示
す
る
要
素
が
な
い
も
の
は
×
。（
Ｂ
は
０
点
） 

 

Ａ
Ｂ
の
合
体
の
解
答
。 

・（
追
） 

「
適
職
を
与
え
た
場
合
は
能
力
を
発
揮
す
る
」
等
は
内
容
が
不
明
確
な
の
で
、
全
体
と
し
て
１
点
だ
け
を

与
え
る
。 

 

問
四 

３
点 

③ 

解
答
通
り 

 

問
五 

３
点 

 

（
解
答
）
畏
敬 

原
則
解
答
通
り 

 

そ
の
他
の
解
答
の
場
合 

 

「
畏
怖
」
× 

（
「
お
そ
れ
」
の
み
は
×
） 

「
尊
敬
」
「
敬
服
」
１
点 

（
「
敬
う
」
気
持
ち
の
み
し
か
な
い
も
の
は
１
点
） 

「
敬
礼
」
×
（
「
敬
う
」
行
動
は
心
情
で
な
い
の
で
×
） 


